
博物館のまわりの 

これな～んだ？新聞 
毎日猛暑が続いていますが、この暑さに負けてしまいそうな私たちと比べると、昼間もセミはとって

も元気です。それもそのはずで、何年間も土の中で暮らしていて、いよいよ陸上へ出て羽化すると、１

週間から 10日ほどで命尽きてしまうのですから。この世の春ならぬ夏を謳歌（おうか）するセミたち

をじっくり観察してみましょう。 

 

◆羽化の神秘を見てみよう 

昼間、セミがたくさん鳴いている場所は、たくさんセミが羽

化している場所です。抜け殻を探してみて、どこにたくさんつ

いているかチェックしておきます。そうしてその夜、８時頃に

もう一度同じ場所へ行ってみてください。きっと、右の写真の

ような羽化シーンが見られるはずです。セミの羽化は夜8時か

ら9時くらいがピークです。生命の神秘を感じられる羽化シー

ン、ぜひ観察してみてください。 

 

◆ぬけがらで見分けてみよう 

博物館のまわりで見られる種類限定ですが、これだけで種類を区別できます！挑戦してみてください。 
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ミニ観察会：９月28日（土）12時から 

新聞No.30も観察会にあわせて発行します。 

大きなぬけがら 

黄色っぽくて透明 

触覚は８～９節 

茶色くて不透明 

触覚は７節 

クマゼミ 

アブラゼミ ミンミンゼミ 

下から３番目の節が２番

目より長い。２番目の節

の先がやや太くなる。 

下から３番目の節は長く

ない。２番目の節の先も

太くない 

ヒグラシ ツクツクボウシ 

下から４番目の節は３

番目より長く大きい。 

下から４番目の節は長く

ない。 
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